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(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 14,496 △0.5 63 － 123 99.1 39 202.8

2025年３月期第１四半期 14,575 0.3 0 △98.7 61 △15.3 13 △38.3

(注）包括利益 2026年３月期第１四半期 42百万円（68.3％） 2025年３月期第１四半期 25百万円（△55.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 2.66 －

2025年３月期第１四半期 0.88 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 43,029 15,862 36.6

2025年３月期 41,243 16,088 38.7

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 15,746百万円 2025年３月期 15,977百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 18.00 18.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 0.00 － 18.00 18.00

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 65,000 △0.6 1,250 △14.6 1,400 △15.7 900 20.3 60.12

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

(2) 連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 16,694,496株 2025年３月期 16,694,496株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 1,724,209株 2025年３月期 1,724,209株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 14,970,287株 2025年３月期１Ｑ 15,050,673株

※  注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

(4) 発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

(1) 当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の堅調な推移を背

景に、景気は緩やかな回復基調を維持しました。一方で、円安の長期化や物価上昇の継続、米国の通商政策や中国

経済の減速懸念、地政学的リスクの高まりなどを背景に、景気は一部に弱含みの兆しも見られ、先行き不透明な状

況が続きました。

　当社グループの位置する建設関連業界におきましては、労務費や資材価格など建設コストの高止まりが続く厳し

い経営環境の中、新設住宅着工戸数は中長期的な減少傾向に加え、４月施行の法改正による省エネ基準義務化等の

影響がありましたが、民間非住宅投資や公共投資は底堅く推移しました。

　このような環境において当社グループは市場や労働環境の変化に対応するため、営業体制や各種制度の見直し、

人材の確保及び育成に努めるとともに、既存取引先との関係強化、売上総利益率の向上、施工体制の強化、土木・

鉄鋼及びリフォーム・リニューアル市場への取り組みの拡充、新規取引先の開拓などの施策を実施しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は売上高144億96百万円（前年同期比0.5％減）、営業利益63百万円

（前年同期は営業利益０百万円）、経常利益１億23百万円（前年同期比99.1％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益39百万円（同202.8％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（建設資材）

　基礎資材売上は主力市場である北海道において公共投資増加の影響によるインフラ工事などを中心として好調

に推移しました。また、建設資材売上は顧客との信頼関係の維持・構築に注力するとともに非住宅分野への取り

組みの強化や売上原価の削減による利益率の向上に努めた結果、売上高は80億89百万円（前年同期比1.5％

増）、セグメント利益は54百万円（同69.6％増）となりました。

（建設工事）

　主力市場である北海道において大型物件工事が減少した結果、売上高は53億96百万円（前年同期比5.1％

減）、セグメント損失は88百万円（前年同期はセグメント損失83百万円）となりました。なお、建設工事の完工

時期が下期中心となるため、利益面において著しく低下する季節特性があります。

（資材運送）

　資材運送全体では好調に推移したものの、人件費などの経費が増加した結果、売上高は８億52百万円（前年同

期比11.5％増）、セグメント利益は41百万円（同21.2％減）となりました。

（不動産賃貸）

　賃貸収入が安定的に推移した結果、売上高は66百万円（前年同期比0.7％増）、セグメント利益は53百万円

（同9.6％増）となりました。

（その他）

　車両整備事業は好調に推移したものの、その他の事業が弱含みで推移した結果、売上高は90百万円（前年同期

比5.2％増）、セグメント利益は22百万円（同15.0％減）となりました。

(2) 当四半期の財政状態の概況

（資産の状況）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ17億86百万円増加して430億29百万円

となりました。流動資産は同18億64百万円増加して340億53百万円、固定資産は同78百万円減少して89億76百万円

となりました。流動資産の増加の主なものは、受取手形、売掛金及び契約資産の増加によるものであります。固定

資産のうち有形固定資産は、同12百万円減少して60億72百万円となりました。無形固定資産は、同１百万円増加し

て57百万円となりました。投資その他の資産は、同67百万円減少して28億47百万円となりました。固定資産の減少

の主なものは、投資資産その他の資産に含まれている投資有価証券の減少によるものであります。

（負債の状況）

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ20億12百万円増加して271億67百万円と

なりました。流動負債は同32億44百万円増加して255億33百万円となりました。固定負債は同12億32百万円減少し

て16億33百万円となりました。流動負債の増加の主なものは、支払手形及び買掛金の増加によるものであります。

固定負債の減少の主なものは、長期借入金の減少によるものであります。

（純資産の状況）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ２億26百万円減少して158億62百万円

となりました。この減少の主なものは、配当などによる利益剰余金の減少によるものであります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の38.7％から36.6％となりました。
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2025年５月15日の「2025年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予

想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,512 7,304

受取手形、売掛金及び契約資産 16,101 17,457

電子記録債権 5,794 6,136

商品及び製品 718 718

販売用不動産 1,128 1,174

未成工事支出金 415 614

原材料及び貯蔵品 89 78

その他 463 593

貸倒引当金 △35 △25

流動資産合計 32,188 34,053

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,650 2,616

土地 3,196 3,196

その他（純額） 237 259

有形固定資産合計 6,084 6,072

無形固定資産

その他 55 57

無形固定資産合計 55 57

投資その他の資産

その他 2,995 2,925

貸倒引当金 △80 △78

投資その他の資産合計 2,914 2,847

固定資産合計 9,054 8,976

資産合計 41,243 43,029

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,484 12,822

電子記録債務 9,487 9,416

短期借入金 80 110

１年内返済予定の長期借入金 290 1,440

未払法人税等 273 103

賞与引当金 225 136

工事損失引当金 0 －

完成工事補償引当金 55 57

その他 1,390 1,446

流動負債合計 22,288 25,533

固定負債

長期借入金 1,694 471

退職給付に係る負債 93 101

資産除去債務 22 22

厚生年金基金解散損失引当金 224 224

その他 830 814

固定負債合計 2,866 1,633

負債合計 25,154 27,167

純資産の部

株主資本

資本金 417 417

資本剰余金 331 331

利益剰余金 15,350 15,121

自己株式 △500 △500

株主資本合計 15,598 15,369

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 378 377

その他の包括利益累計額合計 378 377

非支配株主持分 111 115

純資産合計 16,088 15,862

負債純資産合計 41,243 43,029
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 14,575 14,496

売上原価 12,674 12,415

売上総利益 1,900 2,080

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 792 816

その他 1,107 1,200

販売費及び一般管理費合計 1,900 2,016

営業利益 0 63

営業外収益

受取利息 12 8

受取配当金 19 23

持分法による投資利益 12 11

雑収入 30 31

営業外収益合計 76 75

営業外費用

支払利息 12 13

雑損失 2 2

営業外費用合計 14 16

経常利益 61 123

特別利益

固定資産売却益 1 6

特別利益合計 1 6

特別損失

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 － 0

税金等調整前四半期純利益 63 129

法人税等 46 85

四半期純利益 16 43

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 13 39

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

四半期純利益 16 43

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9 △0

その他の包括利益合計 9 △0

四半期包括利益 25 42

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 22 38

非支配株主に係る四半期包括利益 2 3

（四半期連結包括利益計算書）
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法

によっております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連
結損益計
算書計上
額
（注）３

建設資材 建設工事 資材運送
不動産
賃貸

計

売上高

一時点で移転さ

れる財
7,785 2,372 761 － 10,919 86 11,005 － 11,005

一定の期間にわ

たり移転される

財

184 3,316 － － 3,500 － 3,500 － 3,500

顧客との契約か

ら生じる収益
7,969 5,688 761 － 14,420 86 14,506 － 14,506

その他の収益 － － 2 65 68 － 68 － 68

外部顧客への売

上高
7,969 5,688 764 65 14,488 86 14,575 － 14,575

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

252 63 76 57 450 0 451 △451 －

計 8,222 5,752 841 123 14,939 87 15,026 △451 14,575

セグメント利益

又は損失（△）
32 △83 52 48 50 26 77 △76 0

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業、保険代理店事業

及び車両整備事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△76百万円には、セグメント間取引消去△437百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社利益360百万円が含まれております。全社利益は、主に報告セグメントに帰属

しない持株会社の収益及び一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連
結損益計
算書計上
額
（注）３

建設資材 建設工事 資材運送
不動産
賃貸

計

売上高

一時点で移転さ

れる財
8,088 2,131 849 － 11,070 90 11,160 － 11,160

一定の期間にわ

たり移転される

財

0 3,265 － － 3,266 － 3,266 － 3,266

顧客との契約か

ら生じる収益
8,089 5,396 849 － 14,336 90 14,427 － 14,427

その他の収益 － － 2 66 69 － 69 － 69

外部顧客への売

上高
8,089 5,396 852 66 14,405 90 14,496 － 14,496

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

209 96 78 57 441 △0 441 △441 －

計 8,298 5,493 931 123 14,847 90 14,937 △441 14,496

セグメント利益

又は損失（△）
54 △88 41 53 60 22 83 △19 63

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業、保険代理店事業

及び車両整備事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額19百万円には、セグメント間取引消去△372百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社利益352百万円が含まれております。全社利益は、主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社の収益及び一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 87百万円 67百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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